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医療機関別に調整係数を設定する制度については、ＤＰＣ制度の円滑導入という観点から設定
されているものであることを踏まえ、ＤＰＣ制度を導入した平成１５年以降５年間の改定においては
維持することとするが、平成１８年改定においては、他の診療報酬点数の引下げ状況を勘案し、
調整係数を引き下げる。

【平成１８年２月１５日 中医協・総会 承認】

【平成１８年２月１５日 中医協 答申附帯意見】

ＤＰＣについては、円滑導入への配慮から制度の安定的な運営への配慮に重点を移す観点も
踏まえ、調整係数の取扱いなど、適切な算定ルールの構築について検討を行うこと。

【平成１９年５月１６日 中医協 基本小委】

平成18年度診療報酬改定における答申及び附帯意見を踏まえ、平成20年度以降の医療機関

係数の在り方について、各医療機関を適切に評価するために、調整係数の廃止や新たな機能評
価係数の設定等について検討する必要がある。

調整係数については、ＤＰＣ制度の円滑導入という観点から設定されているものであることを踏
まえ、ＤＰＣ制度を導入した平成１５年以降５年間の改定においては維持することとするが、平成２
２年度改定時に医療機関の機能を評価する係数として組み替える等の措置を講じて廃止すること
を検討してはどうか。

【平成１７年１１月16日 中医協・基本小委】

調整係数に係る議論の経緯（１）
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【平成２０年２月１３日 中医協・総会 承認】

ＤＰＣ制度の在り方や調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等について速やか
に検討する。

【平成１９年１２月７日 中医協 基本小委】

平成20年度以降、速やかに以下のことを検討することとする。

○ ＤＰＣ制度の在り方や調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等

【平成１９年１１月２１日 中医協 基本小委】

調整係数の廃止及び新たな機能評価係数の設定について

平成20年度改定時までは、調整係数は存続することとしているが、それ以降につい

ては、調整係数を廃止し、それに替わる新たな機能評価係数について検討することと
なっている。

【平成１９年８月８日 中医協 基本小委】

新たな係数の導入について検討するとともに、ＤＰＣ制度の円滑導入のため設定され
た調整係数については、廃止することとしてはどうか

調整係数に係る議論の経緯（２）



4

調整係数の役割について

調整係数の役割に係るこれまでの議論の中で、調整
係数はＤＰＣ制度の円滑導入という観点から設定された
ものであり、

（１） 前年度並の収入確保
（２） 重症患者への対応能力・高度医療の提供能力等、

現在の機能評価係数のみでは対応できていない病
院機能の評価

という役割を含んでいると考えられる。
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（参考）病院類型と調整係数（１）

※ 平成２０年度における調整係数の数値である

平成１５年度
対象病院

平成１６年度
対象病院

平成１８年度
対象病院

平成２０年度
対象病院

調整係数

調整係数

調整係数

調整係数
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（参考）病院類型と調整係数（２）

0.0491251.0436561.26810.9102358平成20年度DPC対象病院

0.0536941.0771881.26790.8597216平成18年度DPC対象病院

0.0728541.1132501.32420.989762平成16年度DPC対象病院

0.0480941.1443451.25791.037282平成15年度DPC対象病院

標準偏差平均値最大値最小値

調整係数

病院数病院類型

※ 平成２０年度における調整係数の数値である


